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活動団体  NPO 法人頴娃おこそ会  

役職   

氏名  福島  花咲里（かざり） 

着任日  令和２年 2 月 1 日  

 

活動月  令和２年 6 月（着任 5 ヶ月） 

主な活動  1．宣伝会議  文章力養成講座がスタート 

2．「空き家活用  実践者セミナー」に参加  

 

１．宣伝会議  文章力養成講座がスタート 

 今月から宣伝会議の「文章力養成講座」が始まりました。11 月にかけての約半年間で、全

10 回の講座が開催され、文章の基礎知識から論理的な情報整理など、様々な角度から文

章についての学びを深めていきます。新型コロナウイルスの影響もあり、10 回全てオンラインで

開催予定です。南九州市にいながらにして、プロの方から学べる機会はそう多くはないと思うの

で、しっかりと身につけていきます。 

 文章を書く作業は、小学時代の作文の頃から好きです。大人になって仕事として文章を扱

う中で、いつか基礎から学びなおしたいと思っていました。また協力隊活動の中でも「言語化を

用いた情報発信」が活動の軸にあるため、文章を扱う機会が多いです。 

講座を通して得た学びを様々な形で２年目、3 年目へと繋げていき、任期満了後のキャリ

アアップにも活かせていけたらと思います。 
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2． 「空き家活用  実践者セミナー」に参加  

 5 日に頴娃町石垣にある塩や、で「空き家活用  実践者セミナー」が開催されま

した。これは市が新たに支援する「南九州市  空き家等活用支援事業補助金」

の説明の場でも、実践を含めた活用例として、石垣商店街を中心に、10 軒以

上の空き家再生に取り組んできた加藤潤さんが講師を務めました。 

市のあちらこちらから、空き家活用に関心の高い 15 名ほどが参加。座学だけ

でなく、再生された実際の空き家（再生後は交流施設、シェアオフィス、ゲストハ

ウスとして活用）の現地視察を交えながら、学びを深めていきました。 

参加者からの質問として印象的だったのが 

「そもそも、移住する人をどうやって見つけたらいいのか」 

「移住者を受け入れる地域側は、どんな風に対応したらいいのか」と、空き家と

いう建物に対しての課題だけでなく、そこに関わる誰かに意識が向いていたこと。 

わたし自身も移住者として南九州市に関わる中で 

「こういう対応がありがたかった」「こんな風にしてくれると助かった」ということがたくさ

んあるので、それらを 1 つの事例として自身のサイトなどにまとめてもいいかもしれな

いと思いました。 
 

 
 

▼「南九州市  空き家等活用支援事業補助金」の詳細はこちらから。 
http://www.city.minamikyushu.lg.jp/furusato/akiya_katuyoshien.html  
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